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イン（ Instructional Design: ID）に基づいた教育方法を考案し、学生が対象の日常生活動
作を支援する技術を自ら学び続けられる自己学習支援教材を開発する  
【方法】 
ADDIE モデルを骨子とした ID に基づき自己学習教材を開発する。この ADDIE モデル
は、Analyze→ Design→ Develop→ Implement→ Evaluate と回していくが、この要素ご
とにも常に Evaluate し改善していき、この全てが教材開発過程となる。以下のスケジュー
ルによって開発した。  








3. 教材の構成は、ガニェの 9 教授事象の知見を基にし、学習意欲を高める仕掛けには、














2016 年 3 月医療教授システム学会にて発表予定である。  
       
